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そ
の
一
は
、
経
済
雇
用
の
安

定
と
産
業
の
成
長
促
進
で

す
。

（
緊
急
経
済
雇
用
対
策
）

　
中
小
企
業
融
資
制
度
の
融
資

目
標
額
を
４
，
５
０
０
億
円
確

保
し
、資
金
繰
り
支
援
と
し
て
、

経
営
円
滑
化
貸
付
、
借
換
貸

付
、
長
期
資
金
の
限
度
額
引
き

上
げ
や
融
資
期
間
の
拡
充
を
行

う
と
と
も
に
、
企
業
の
新
た
な

挑
戦
を
応
援
す
る
た
め
、
設
備

投
資
促
進
貸
付
で
1.2
％
の
最
優

遇
金
利
を
適
用
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、県
内
の
中
堅
・

中
小
企
業
を
対
象
に
、
地
域
金

融
機
関
と
連
携
し
て
融
資
目
標

額
１
０
０
億
円
、
限
度
額
３
億

円
の
低
利
融
資
を
行
い
、
地
域

に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
の
設
備
投

資
を
促
進
し
ま
す
。
緊
急
雇
用

対
策
で
は
、
県
事
業
と
し
て
約

５
，
４
０
０
人
の
雇
用
を
創
出

し
ま
す
。
就
職
先
が
な
い
卒
業

予
定
者
を
県
の
非
常
勤
嘱
託
員

と
し
て
４
月
か
ら
１
０
０
名
程

度
採
用
し
、
就
職
に
つ
な
げ
ま

す
。
公
共
事
業
で
は
、
国
の
事

業
量
が
減
る
中
、
昨
年
の
12
月

補
正
と
合
わ
せ
た
16
カ
月
予

算
と
し
て
前
年
度
並
み
の
２
，

０
８
３
億
円
を
確
保
し
、
需
要

喚
起
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
21

年
台
風
第
９
号
な
ど
の
災
害
関

連
事
業
の
促
進
、「
山
地
防
災
・

土
砂
災
害
対
策
緊
急
５
箇
年
計

画
」
の
前
倒
し
整
備
、
地
震
対

策
な
ど
緊
急
事
業
の
実
施
の
た

め
単
独
で
38
億
円
上
積
み
し
ま

し
た
。

そ
の
二
は
、
特
色
あ
る
地
域

産
業
の
創
出
で
す
。

（
産
業
人
材
力
の
強
化
）

　
「
も
の
づ
く
り
大
学
校
」
の

教
育
研
修
施
設
を
４
月
に
開
設

し
、
次
代
を
担
う
人
材
育
成
、

技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
在
職
者

確
か
な
未
来
・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

県
政
報
告
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ポ
ー
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第
３
０
８
回
定
例
議
会

　

第
３
０
８
回
兵
庫
県
議
会

は
、
平
成
23
年
２
月
15
日
か
ら

３
月
18
日
ま
で
の
32
日
間
に
わ

た
り
開
催
、
２
０
１
１
年
度
の

歳
入
歳
出
予
算
等
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
日
の
17
日
、
知

事
は
、【
新
た
な
10
年
へ
】（
21

世
紀
へ
の
期
待
と
課
題
）（
新

た
な
10
年
へ
の
道
筋
）【
自
立

新
時
代
に
向
か
っ
て
】（
自
立

と
連
携
、
広
域
と
狭
域
）（
経

済
の
自
立
）
と
し
て
、
平
成
23

年
度
は
、
経
済
の
自
立
、
安
全

安
心
で
質
の
高
い
生
活
、
地
域

の
自
立
の
３
つ
を
基
軸
と
し

て
、
明
日
の
兵
庫
へ
と
つ
な
が

る
施
策
を
展
開
す
る
と
さ
れ
、

新
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い

て
、
５
つ
の
柱
に
沿
っ
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　
（
以
下
抜
粋
）

 

（
具
体
的
な
神
崎
郡
関
係
は
、

４
頁
に
記
載
）

◆
重
点
施
策
の
第
一
は
、

　
　
　
　
　
【
新
時
代
の
経
済
社
会
づ
く
り
】
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訓
練
、
匠
の
後
継
者
育
成
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
、
姫
路
高
等
技
術
専

門
学
院
を
移
転
し
て
、
も
の
づ

く
り
大
学
校
姫
路
職
業
能
力
開

発
校
と
し
て
再
編
し
ま
す
。
青

少
年
の
も
の
づ
く
り
体
験
施
設

は
、
24
年
度
の
供
用
を
め
ざ
し

て
整
備
を
進
め
ま
す
。

（
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
）

　

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

「
ひ
ょ
う
ご
仕
事
と
生
活
セ
ン

タ
ー
」に
お
い
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
や
研
修
な
ど
を
行
い
ま

す
。
再
雇
用
１
人
当
た
り
50
万

円
を
支
給
し
て
い
る
育
児
・
介

護
等
離
職
者
再
雇
用
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象
を
常

時
雇
用
１
，
０
０
０
人
以
下
の

事
業
主
に
緩
和
し
て
実
施
し
ま

す
。

そ
の
三
は
、
農
林
水
産
業
の

振
興
で
す
。

（
競
争
に
強
い
農
林
水
産
業
の

確
立
）

　
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
へ
の
参
加

が
決
ま
れ
ば
、
農
林
水
産
業
へ

の
影
響
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
経
営
の
規
模
拡
大
や
効
率

化
、
農
林
水
産
物
の
品
質
向
上

と
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
な
ど
、
今

か
ら
で
き
る
取
り
組
み
を
着
実

に
進
め
、
国
内
外
の
競
争
に
強

い
ひ
ょ
う
ご
の
農
林
水
産
業
を

確
立
し
ま
す
。
こ
の
基
本
は
、

農
業
の
担
い
手
、
特
に
認
定
農

業
者
と
集
落
営
農
組
織
の
確
立

に
あ
り
ま
す
。

（
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
作
戦
の
展

開
）

　「
ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
を
め
ざ
し
、
相
談
窓
口

の
設
置
や
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
人

材
の
育
成
、生
産
技
術
の
開
発
、

モ
デ
ル
産
地
の
整
備
、
６
次
産

業
化
な
ど
、
生
産
・
流
通
・
販

売
を
一
体
的
に
捉
え
た
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
し
ま

す
。
農
産
加
工
品
づ
く
り
や
直

売
所
の
運
営
も
支
援
し
ま
す
。

但
馬
牛
の
２
０
，
０
０
０
頭
増

頭
対
策
の
推
進
や
、
本
県
が
開

発
し
た
霜
降
り
豚
肉
「
ひ
ょ
う

ご
雪
姫
ポ
ー
ク
」
の
生
産
と
消

費
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

（
県
産
木
材
の
利
用
促
進
）

　
林
業
で
は
、
兵
庫
木
材
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
を
機
に
、
製
材
工

場
へ
の
安
定
的
な
原
木
供
給
体

制
づ
く
り
を
め
ざ
し
、「
ひ
ょ

う
ご
林
内
路
網
１
，
０
０
０
㎞

整
備
プ
ラ
ン
」
を
進
め
ま
す
。

そ
の
一
は
、
危
機
管
理
の
徹

底
で
す
。

（
集
中
豪
雨
な
ど
大
規
模
災
害

へ
の
備
え
）

　
21
年
台
風
第
９
号
災
害
な
ど

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
山
の
管
理

の
徹
底
と
谷
筋
対
策
を
進
め
ま

す
。
緊
急
５
箇
年
計
画
に
基
づ

き
、
治
山
ダ
ム
、
砂
防
え
ん
堤

の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
、

特
に
、
福
祉
施
設
な
ど
災
害
時

要
援
護
者
施
設
の
保
全
対
策
を

急
ぎ
ま
す
。
緊
急
防
災
林
整
備

な
ど
県
民
緑
税
を
活
用
し
た
災

害
に
強
い
森
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。「
森
林
管
理
１
０
０
％
作

戦
」
に
よ
り
、
手
入
れ
不
足
で

低
下
し
た
森
の
公
益
的
機
能
を

回
復
し
ま
す
。
河
川
で
は
、
上

下
流
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

中
上
流
部
の
改
修
や
、
流
域
貯

留
を
含
め
た
総
合
的
な
治
水
対

策
を
進
め
ま
す
。
武
庫
川
水
系

で
は
、
河
川
整
備
計
画
の
国
の

同
意
を
得
て
着
実
に
対
策
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
治
水
の

枠
組
み
な
ど
を
定
め
る
条
例
を

検
討
し
ま
す
。
老
朽
化
し
た
農

業
用
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
緊

急
改
修
を
行
い
ま
す
。

そ
の
二
は
、
医
療
体
制
の
確

保
と
健
康
ひ
ょ
う
ご
の
推
進

で
す
。

そ
の
三
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
し
く
み
の
構
築
で

す
。

そ
の
四
は
、
生
活
の
安
全
安

心
の
確
保
で
す
。

（
障
害
者
の
自
立
支
援
）

　
障
害
者
が
障
害
の
程
度
に
応

じ
て
多
様
な
住
ま
い
方
が
で
き

る
よ
う
、
共
同
生
活
に
よ
り
援

助
を
受
け
な
が
ら
自
立
し
た
生

活
を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

◆
重
点
施
策
の
第
二
は
、

　
　
　
　
　
【
安
全
安
心
の
基
盤
づ
く
り
】
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や
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
改

修
を
促
進
し
ま
す
。
障
害
者
の

仕
事
を
確
保
す
る
た
め
、
新
体

系
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
に
向
け

た
小
規
模
作
業
所
の
整
備
や
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
授
産
施

設
共
同
販
売
所
の
設
置
を
支
援

し
ま
す
。
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
を
阪
神
南
と
但

馬
地
域
に
拡
充
し
て
全
県
域
に

設
置
し
ま
す
。

そ
の
四
は
、
生
活
の
安
全
安

心
の
確
保
で
す
。

◆
重
点
施
策
の
第
三
は
、

　
　
　
　
　
【
質
の
高
い
生
活
づ
く
り
】

そ
の
一
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
構
築
で
す
。

そ
の
二
は
、
ひ
ょ
う
ご
教
育

の
推
進
で
す
。

（
兵
庫
型
教
科
担
任
制
の
推
進
）

　

小
学
４
年
生
ま
で
の
35
人
学

級
編
制
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
５
・
６
年
生
で
は
教
科
担

任
制
と
少
人
数
学
習
を
組
み
合

わ
せ
た
「
兵
庫
型
教
科
担
任

制
」
の
24
年
度
全
県
実
施
を
め

ざ
し
、
国
の
定
数
改
善
も
活
用

し
て
、
実
施
校
を
５
０
０
校
に

拡
大
し
ま
す
。

そ
の
三
は
、
快
適
で
豊
か
な

生
活
環
境
の
実
現
で
す
。

そ
の
四
は
、
自
然
と
調
和
し

た
生
活
の
拡
大
で
す
。

（
野
生
鳥
獣
な
ど
の
被
害
防
止

総
合
対
策
の
推
進
）

　
シ
カ
の
年
間
捕
獲
目
標
３
万

頭
を
継
続
し
、
捕
獲
実
施
隊
の

編
制
や
射
撃
訓
練
へ
の
支
援
、

大
量
捕
獲
わ
な
や
防
護
柵
の
設

置
な
ど
の
被
害
防
止
対
策
を
進

め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
シ
カ
肉

処
理
施
設
へ
の
支
援
や
シ
カ
肉

活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
に

よ
り
、
シ
カ
肉
需
要
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。
ク
マ
、
サ
ル
、
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
防
止
や
ア
ラ
イ

グ
マ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
外
来

生
物
の
駆
除
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
被
害
農
家
対
策
と
し
て
、

農
作
物
被
害
が
あ
る
市
町
に
お

い
て
、
県
、
市
町
、
農
家
が
共

済
基
金
を
積
み
立
て
、
被
害
を

受
け
た
農
家
に
再
生
産
の
た
め

の
支
援
金
を
交
付
す
る
し
く
み

を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
一
は
、
交
流
と
連
携
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
で
す
。

そ
の
二
は
、
交
流
基
盤
の
整

備
で
す
。

◆
重
点
施
策
の
第
四
は
、

　
　
　
　
　
【
地
域
の
魅
力
と
元
気
づ
く
り
】

そ
の
一
は
、
地
方
分
権
改
革

の
推
進
で
す
。

そ
の
二
は
、
21
世
紀
兵
庫
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
で
す
。

そ
の
三
は
、
行
財
政
構
造
改

革
の
推
進
で
す
。

　

以
上
の
方
針
の
も
と
に
編
成

し
た
新
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算

は
、

一
般
会
計

２
兆
１
，
２
８
４
億
６
，
５
０
０
万
円

特
別
会
計

８
，
７
１
７
億
６
，
５
０
０
万
円
余

公
営
企
業
会
計
歳
入

１
，
４
４
３
億
２
，
３
０
０
万
円
余

同　

歳
出

１
，
６
９
９
億
６
，
１
０
０
万
円
余

　

で
す
。

◆
重
点
施
策
の
第
五
は
、

　
　
　
　
【
兵
庫
の
自
立
の
枠
組
み
づ
く
り
】
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・「
市
川
ゴ
ル
フ
ア
イ
ア
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
支
援
事
業

・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
農
業
の
６
次
産
業
化
支
援

・
中
播
磨
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た
地
域
活
動
へ
の
支
援

・
映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
ロ
ケ
地
を
活
用
し
た
観
光
振
興

・「
銀
の
馬
車
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
合
的
展
開

・「
柳
田
国
男
50
年
祭
人
情
喜
劇
」
の
支
援

・
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
…

西
播
磨
広
域
防
災
総
合
訓
練
、
地
域
防
災
講
習
会
（
神
河
町
）

・
救
急
医
療
体
制
整
備
の
推
進
…

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
整
備
の
支
援　

Ｈ
・
24
年
度
中
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
児
救
急
医
療
検
討
会
の
設
置

・
自
殺
対
策
の
推
進

・
地
域
ケ
ア
体
制
の
整
備

・
地
域
活
動
交
流
メ
ッ
セ
の
開
催

・
地
域
資
源
活
用
交
流
支
援
事
業
の
展
開

・
消
費
者
へ
の
地
域
見
守
り
活
動
の
展
開

・
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進
…

廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
展
開

・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
た
環
境
学
習
・
環
境
保
全
の
推
進

・
野
生
鳥
獣
の
被
害
対
策
推
進
…

シ
カ
対
策
、
サ
ル
対
策
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
、
特
定
外
来
生
物
対
策

・
一
般
県
道
長
谷
市
川
線
（
神
河
町
寺
前
）
0.5
㎞　

道
路
改
良
・
合
併
支
援
道
路

・
一
般
県
道
長
谷
市
川
線
（
市
川
町
美
佐
） 

用
地
買
収

・
一
般
県
道
岩
屋
生
野
線
（
神
河
町
岩
屋
） 

1.9
㎞
道
路
改
良
・
合
併
支
援
道
路

・
主
要
県
道
一
宮
生
野
線
（
神
河
町
川
上
） 

1.1
㎞
バ
イ
パ
ス
（
完
成
）

・
一
般
県
道
前
之
庄
市
川
線
（
市
川
町
甘
地
） 

0.5
㎞　

都
市
近
郊

・
国
道
３
１
２
号
（
市
川
町
浅
野
） 

1.2
㎞
道
路
改
良

・
主
要
県
道
三
木
宍
粟
線
（
福
崎
町
南
田
原
） 

0.3
㎞
都
市
近
郊

・
主
要
県
道
三
木
宍
粟
線
（
福
崎
町
大
貫
） 

0.5
㎞ 

自
・
歩
道
設
置

・
市
川
支
川
振
古
川
（
市
川
町
谷
） 

河
川
改
修

・
水
谷
川
（
神
河
町
作
畑
新
田
） 

流
木
止
え
ん
提

・
神
河
町
川
上　

 

治
山
ダ
ム

・
福
崎
町
田
口 

流
木
止
治
山
ダ
ム

・
市
川
町
上
牛
尾 
流
木
止
治
山
ダ
ム

・
神
河
町
川
上 
流
木
止
治
山
ダ
ム

・
板
坂
口
下
谷
川
（
福
崎
町
高
岡
） 
砂
防
え
ん
堤

・
大
谷
池
谷
川
（
福
崎
町
八
千
種
） 

砂
防
え
ん
堤

・
下
村
谷
川
（
神
河
町
作
畑
） 

砂
防
え
ん
堤

・
神
河
町
中
村　
　
　
　
　
　

 

治
山
ダ
ム
・
森
林
整
備

・
神
河
町
岩
屋
・
越
知　
　
　

 

落
石
対
策

・
福
崎
町
西
治　
　
　
　
　
　

 

ほ
場
整
備

・
福
崎
町
田
口　
　
　
　
　
　

 

ほ
場
整
備
（
完
成
）

・
西
光
寺
野
（
市
川
町
下
瀬
加
、
福
崎
町
東
田
原
） 

 

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

・
福
崎
町
八
千
種
余
田 

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

・
姫
ヶ
池
（
福
崎
町
南
田
原
） 

た
め
池

・
神
河
町
、
神
河
町
鍛
治　

 

中
山
間
地
事
業

中
播
磨
県
民
局
神
崎
郡
関
係
の
主
な
ハ
ー
ド
事
業

そ
の
他
の
事
業

（
詳
細
な
個
所
付
は
６
月
以
降
に
報
告
し
ま
す
）
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11 月　1 日 農林水産大臣への土地改良関係予算直訴：東京
2 日 議員団総会：神戸
3 日 神河町ソフトボール大会：神河
5 日 市川町婦人会県議会視察：神戸、町議会議員交流会：福崎町
7 日 兵庫県木材供給センター竣工式：宍粟市
8 日 市川高校創立 50 周年記念式典：市川町、自治体議員団研修会、議員団総会：神戸
9 日 森林審議会、新生兵庫の会講演会：神戸

10 ～ 11 日 農政環境常任委員会管内調査：阪神
14 日 和太鼓フェスタ：神河町
15 日 新年度予算知事申し入れ、議員団総会：神戸
17 日 農政環境常任委員会：神戸
19 日 地域安全ゲートボール大会：福崎、中小企業相談
21 日 神崎・福寿学園老人大学祭、福崎町詩舞道大会：福崎

部落開放研究第 31 回兵庫県集会：市川
22 日 山口つよし事務所
23 日 神崎郡総合女子ソフトボール大会：神河、谷しろやまハイキング：市川
25 日 銀の馬車道交流会館：神河
26 日 議員団総会：神戸
27 日 第 22 回全国消防操法大会優勝祝賀会：福崎
28 日 新野水車公園秋の収穫祭：神河、銀の馬車道沿線交流フェスティバル：市川

29 ～ 30 日 議員団班別調査：山口県
12 月　1 日 農業改良普及所との現地調査：郡内

2 日 県道加美宍粟線建設促進協議会申し入れ行動：姫路
3 日 議会（初日 )、議員団総会：神戸
4 日 社会福祉法人高岡の里「高橋サポートセンター」竣工式：福崎
5 日 中播クリーンセンター RDF 施設について業者懇談：福崎、わくわくぶらり市：神河
8 日 議会（2 日）代表質問、議員団総会：神戸

9 ～ 10 日 議会（3・4 日）一般質問
10 日 上野ひでかず県政報告会：市川
11 日 神崎郡民主化推進協議会人権啓発講演会：市川
13 日 農政環境常任委員会、議会政務調査会：神戸
15 日 議会（最終日）、議員団総会、森林審議会：神戸
16 日 農政環境常任委員会：神戸
18 日 中播磨地域活動交流メッセ：市川

1 月　5 日 神河町通学路整備協議：神戸
7 日 神河町商工会新年恒例会：神河、福崎町新年恒例会：福崎
8 日 嶋田正義福崎町長「新春の集い」：福崎
9 日 神河町、市川町成人式：神河・市川

11 ～ 13 日 議員団新年度予算関係政務調査会：神戸
11 日 連合姫路新春の集い：姫路
14 日 神崎高校訪問：神河、議員団総会：神戸、長谷市川線建設促進期成同盟会総会：市川
16 日 福崎町消防団出初式：福崎、人情劇 ｢銀の馬車道｣ 公演会：市川
18 日 農政環境常任委員会：神戸、信号機設置・残土処分場協議：神河
21 日 福崎警察署「術科初め式」：福崎
22 日「ひょうご安全の日」中播磨のつどい：市川
23 日 西播磨ブロック地域啓発総合福祉大会：福崎
26 日 県民局長訪問（神河残土処分場）：姫路、消費者フォーラム：神河
31 日 市川町中部浄化センター竣工式：市川

東 奔 西 走（活動日誌）
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2 月　3 日 「林業問題を考える講演会」：市川
8 日 郡連合区長会要望会：市川
9 日 加西市「包括業務委託」調査について：加西、議員団総会：神戸

14 日 農政環境常任委員会：神戸
15 日 議会（初日）、議員団総会：神戸
16 日 中播磨地域政策懇話会：姫路、県政報告会：神河
18 日 議会（2 日）
20 日 市川全国マラソン：市川
21 日 議会（3 日）代表質問：神戸
22 日 議会（4 日）一般質問：神戸
23 日 議会（5 日）一般質問：神戸、県政報告会：神河町中村
24 日 議会（6 日）一般質問、議員団総会：神戸、県政報告会：神河町吉冨
25 日 農政環境常任委員会：神戸、県政懇談会：神河町新田
26 日 なごやか甘地地域づくりの会：市川、県政報告会：神河町福本
27 日 手をつなぐ育成会母親の会、神河町文化協会芸能発表会：神河

県政報告会：神河町東柏尾
28 日 議会（7 日）、議員団総会：神戸

3 月　2 日 連合姫路地域協議会春季生活闘争勝利決起集会：姫路
3 日 老人大学神崎・福寿学園終了式：福崎
6 日 神崎郡駅伝競走大会：福崎

10 日 中播磨地区ブロック手をつなぐ育成会研修会：福崎
16 日 議会（8 日）、農政環境常任委員会、議員団総会：神戸
17 日 農政環境常任委員会：神戸
18 日 議会（最終日）、議員団総会：神戸
20 日 県政報告会：福崎

東北・関東大震災　心よりお見舞い申し上げます
　東北・関東地震そして津波で被災され、お亡くなりになられました方々に対しまして、お見
舞いと共にご冥福を申し上げ、1 日も早く復興されますことをお祈りいたします。
　一刻も早い被災者支援、復旧・復興が必要です。
　兵庫県では、まず次の取り組みを行っています。
　救急救助対策として、国等の要請を踏まえ、186 名の兵庫県警察広域緊急援助隊、545 名の
緊急消防援助隊兵庫県隊が出動、また、県災害医療センターを中心とした災害派遣医療チーム

（DMAT) も派遣しています。更に、日赤兵庫支部としても、災害派遣医療チームを派遣し、現在、
釜石を中心に活動を展開しています。
　また、避難所等の生活を支援するため、アルファ化米 1 万食、毛布 1 万枚、仮設トイレ 100 基、
ベビー用ほ乳瓶 500 本など生活に必要な物資を宮城県に緊急発送するとともに、災害の甚大さ
により今後、アルファ化米 4 万食、毛布 4 万枚など本県備蓄量の約 5 割が供出されます。さら
に、レトルト食品、飲料等の食品の提供や炊き出し等を行います。
　これからの物資は、災害救助法に基づいた災害救助基金の運用により、三木広域防災センター
等において備蓄したものであることから、今後の災害に備え、災害救助基金の積立により補充
します。これらに掛かる費用は 6 億 800 万円ですが、22 年度予算の予備費で対応することに
なりました。

　義援金募集
　上野ひでかず後援会事務所では、義援金カンパを受け付けています。募金活動にご協力いた
だきますようお願いいたします。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野ひでかず後援会事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　福崎町西田原 195 番地の 1　井ノ口事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　０７９０－２３－００２３


